校内研修　道徳科の授業づくり　進行表
	内　容
	道徳科の授業づくり

	時　間
	60分（はじめに５分・説明20分・演習30分・まとめ5分）

	ねらい
	道徳科の授業づくりについての理解を深め、「考え、議論する」道徳科への転換に向けた授業改善に当たり、自分の課題を解決するヒントを見付ける。

	時　間
	内　　　　　容
	備　　　考

	５分
20分


	※　配付資料の確認、研修の流れの説明
　・研修担当者から配付資料及び研修の流れを説明

○　研修動画の視聴
＜内容＞
１　はじめに（５分）
　(1) 課題の確認〔３分〕
　(2) 研修のねらいの明確化〔２分〕
２　説明　これからの道徳教育（20分）
　　※動画自体は、17分40秒
○　道徳の「特別の教科」化

○　道徳科の目標から

○　道徳科の授業づくり
	【配付資料】
　・プレゼン資料
・読み物資料

　（小学校低学年「黄色いベンチ」、小学校中学年「雨のバス停留所で」、小学校高学年「ブランコ乗りとピエロ」、中学校「二通の手紙」）
・ワークシート
※ワークシートは演習を実施する学年に応じて選択して配付する。

・学習指導案（例）綴り
・別紙
【準備物品】
・パソコン

・プロジェクター
・スピーカー
【運営者参考資料】

　・校内研修「道徳科の授業づくり」のミニ研修コンテンツ活用事例

	30分
5分
	※　演習の進行について
　・研修担当者がスライド資料及び原稿を基に進行

○　各学校で行う演習
３　演習（30分）
　道徳科の主発問（中心的な発問）づくり
　＜演習の流れ＞

　・個人で主発問と理由を考え、ワークシート

に記入〔10分〕
　・ワークシートを基にグループで交流〔15分〕
　・質疑応答または交流の続き〔５分〕
　※演習の時間の配分等は実態に応じて適宜、

調整する。
４　まとめ（５分）
　(1) 研修の振り返り〔３分〕
　(2) まとめ〔２分〕
　　・学習指導案綴を配付
	

	
	
	


※本コンテンツは校内研修を60分と想定し、動画は25分間の講義動画視聴後、各学校で行う演習で構成されています。


※この研修は、学校の実態に応じて２回（説明１回、演習１回）に分けて実施することができます。


※演習の時間配分は、学校の実態等に応じて設定することができます。


※演習時間を短縮するために、読み物資料を事前に読んできてもらう場合には、資料を事前に配付します。


※研修担当者は、「校内研修『道徳科の授業づくり』のミニ研修コンテンツ活用事例」を参考に演習を進めることができます。


※学校の実態に応じて、演習で考えた発問や学習指導案綴を基に模擬授業を行い、発問の在り方や板書等について研修を行うことができます。








